
 

 

 

 

 

児童会活動 がんばってます！ 
 先日、運営委員会から「川上小学校をもっといい学校にしよう」とい

う議題を提案されました。各学級で話し合い、いろいろな意見を持ち寄

って代表委員会（運営委員が議長団となり 4 年生～6 年生の学級代表

2 名と各委員会の代表で話し合う会議）を行いました。そこで、全校で

あいさつ運動をしようということが決定しました。各クラスが交代で児

童玄関近くで元気なあいさつ運動を行っています。 

 スポーツ委員会が企画したドッジボール大会が昼休みに行われまし

た。学年ごとに、クラス対抗で実施しました。スポーツ委員さんが始め

や終わりのあいさつ、ルール説明や審判など役割を担い、みんなが楽し

い時間を過ごせるようにサポートすることができました。次は、集会委

員会が、イントロクイズ大会を企画しています。低・中・高学年ごとに

多目的室で行います。それぞれ、よく聴く曲を選んで、準備をしていま

した。盛り上がりすぎるぐらい楽しむことができました。そして、6月後半はあじさいまつり（図書館まつ

り）があります。図書委員会がしおりづくりや読書宝くじなど、たくさんの人が図書館にくるような企画を

しています。 

 どの委員会も、学校生活が楽しくなるように自分たちで工夫をして、活動しています。素晴らしいことで

す！！ 

全校でブラッシング指導 
6 月 4 日虫歯予防デー、佐賀歯科衛生専門学校

から教育実習に 30名の学生さんが来られました。どの

学生さんも、絵を描いたり、歯の模型を使ったりしなが

ら、虫歯の原因や歯の構造など、学年に合わせて丁寧

に説明をした後、歯ブラシを使って歯の磨き方を教えてもらいました。虫歯にならないためには、何よりも歯磨きです。しっ

かり磨いているようで、磨き残しがあります。ご家庭でも朝晩の歯磨きの声かけをお願いします。歯科検診も終わり、結果

のお知らせが届く頃と思います。早めの治療をお勧めします。虫歯は自然治癒することがなく、痛み出してからの治療は

時間がかかります。  

2 年生 芋苗植え 
 野菜苗に続き、2年生が芋苗を植えました。今年も JA 青年部の方々から苗

の植え方や育て方についてお話を聞き、一人一本ずつ植えていきました。秋に

は大きなサツマイモが収穫できるように、「大きくなぁれ」と声をかけていま

した。植えたばかりのときは、元気がなくしなびた感じでしたが、その方が強

くて大きな芋ができるとのこと。2，3 日後、雨が降り、元気な葉と茎に育っていました。 
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フリー参観デー（６/７）参観ありがとうございました 

 当日は、とても蒸し暑く、過ごしにくかったことと思います。子どもたちは、ご家族の方に見ていただけ

ることが嬉しくて、とてもはりきっていたようです。また、どのクラスも道徳の授業を行い、今年度から始

めた「家庭道徳」へのご協力もありがとうございました。 

 

PTA 教育講演会 

「じぶんのいのちをまもろう～大雨と地震のおはなし～」 
 今年度は、佐賀県防災士会会長の溝上良雄さんに来ていただ

き、防災について学習をしました。全校児童と保護者の皆さん

が対象だったため、とてもやさしい言葉でわかりやすくお話い

ただきました。短時間で大量の雨が降るケースが近年増えてい

ることや雷は数キロ離れた場所にも落ちるため、雷鳴が聞こえ

たらすぐに建物や窓を閉めた車の中に避難する必要があること

がわかりました。地震が起きた場合、姿勢を低くして頭を守り、

すぐに動かないことが大切だと再確認しました。最後に「『いつ

もとちがう！』とおもったら『にげる』」と大切な言葉を子どもたちに伝えられました。 

 梅雨入りしましたが、なかなか雨が降りません。登下校にとっては、とても助かるのですが、田植えや日常生

活においては水不足になるのではと心配されます。梅雨末期になると、線状降水帯の発生等の大雨も危惧されま

す。大雨や雷の場合は、学校から緊急メールを発信することがあります。メールの確認、対応等ご協力よろしく

お願いいたします。 

 

【大雨の時の注意】 
◆川や水路（すいろ）には絶対に近づかない…雨が降ると、川や道路の横にある小さな溝（みぞ）の水は、

あっという間に増えて流れが強くなります。「どれくらい増え

たかな？」と見に行くのは絶対にやめてください。 

◆水がたまっている道路を歩かない…足首くらいの深さの水でも、流れがあると大人でも簡単に流されて

しまいます。水の中は見えないので、マンホールの蓋（ふた）が外れ

ていて、落ちてしまう事故もあります。 

◆崖（がけ）や山に近づかない…たくさんの雨を吸った地面は、急に崩れてくることがあります。 

 

【雷のときの注意】 
◆木の下での雨宿りは絶対にダメ…木は高いため雷が落ちやすいです。木に落ちた電気が、近くにいる人

に飛び移ってくる（側撃雷）のでとても危険です。木からは最低でも 4

メートル以上離れてください。 

◆安全な場所にすぐ逃げる…コンクリートでできた頑丈な建物や、車・バス・電車の中は安全です。建物

の「軒下（のきした・屋根だけの場所）」は電気が伝わってくることがあるの

で危険です。しっかり中に入りましょう。 


